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☆くだんしたこどもひろばオープン

☆ウエストミンスター市への派遣報告

☆4月開園の認可保育所の紹介

☆研究協力校の発表

☆連合作品展の開催

くだんしたこどもひろばがオープンします！
　民間の土地を一時借用し、千代田区役所のすぐ近くに、平成31年4月8日から「くだんしたこどもひろば」がオープンします！

　子どもたちがおもいきり遊べる広々とした人工芝のボールあそびエリアは、防球ネットが張ってあるので安全安心！バスケット

ボールのゴールのあるミニバスエリアのほか、遊具や砂場もあるので、きっと好きな遊びを楽しめるはず！

　ウッドデッキエリアにはベンチやドライミストを設置しています。

　遊び道具も貸出しますので、手ぶらでOK！みなさんぜひ遊びに来てください ！

　「くだんしたこどもひろば」は平日、休祝日を問わず午前 9時から午後 5時まで
常時開場しています。
　子ども達がおもいきり体を動かせるよう、ボール遊びを中心に、遊具、砂場など
多様な外遊びを全面的にサポートする遊び場です。
●開場時間中は管理人が常駐しており、ボール等遊び道具の貸出しも行います。
●毎週土曜、日曜の午後 2時～ 4時は、「プレーリーダータイム」として、大学生の
　プレーリーダーが遊び相手になってくれます。
●利用には予約等は一切必要なく、どなたでも利用することができますが、大人
　だけでの利用、団体(専用)利用はできません。 〈問い合わせ〉

子ども総務課　03-5211-4274

※祝日を除く月曜から土曜の午前中は、近隣保育園等の園庭の代わりに、園児の外遊びの場と
　しても使用します。

くだんしたこどもひろばがオープンします！

利用期間

開場日時

プレーリーダータイム

場　　所

主な対象

2019年4月8日（月）～2022年12月（予定）

毎日午前９時～午後５時

毎週土曜、日曜午後2時～4時

千代田区九段南1-3-5　九段下駅より徒歩3分

幼児及び小学生

主にボール遊びをするためのエリアです。
人工芝が敷いてあり、高さ10ｍの防球ネット
で囲まれています。サッカーやキャッチボー
ルなど好きな遊びをすることができます。

主に未就学児を対象としたエリアです。
すべり台や太鼓橋など、幼児用遊具が設置さ
れています。
※小学生以上がこのエリアでボール遊びを
　するのはご遠慮ください。

ゆうぐエリアゆうぐエリア
主に未就学児を対象としたエリアで、砂遊びをするための砂場が設置
されています。ゆうぐエリアに面してウッドデッキが広がっており、奥
にあるベンチには、ドライミスト付きのパーゴラ（日陰棚）が設置され
ているので、夏季の熱中症対策としても利用できます。
※小学生以上がこのエリアでボール遊びをするのはご遠慮ください。

ウッドデッキエリアウッドデッキエリア

主にミニバスケットボールをするためのエ
リアです。防球ネットで囲まれたアスファ
ルト舗装のコートに、ミニバス用のゴール
が２基、通常のバスケットゴールが１基設
置されています。

ミニバスエリアミニバスエリア

ボール遊びエリアボール遊びエリア

子どもの遊び場子どもの遊び場4月8日 (月)

広場の完成イメージ図



【外観写真】
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　千代田せいが保育園は、子ども一人ひとりを大切にし、社会の一員として「共生」と「貢献」ので

きる子どもに育てることを保育理念としています。自分らしく意欲的で思いやりのある子どもに育

つよう、子どもの主体性を尊重した見守る保育を大切にしています。

　また、子どもの発達にふさわしい親子関係や地域の方々とのあり方を提案する地域の子育て拠

点「大きな家」として、親しみある開かれた空間を地域に創出していきます。

【外観写真】

【●歳児室写真】

　ベネッセの保育園では「生きる力の基礎を育てる」を理念に掲げ「その子らしく伸びて

いく」を形にしていきたいと思います。子ども、保護者の方の想いを大切に地域に根差し

た保育園を目指します。

4月に私立認可保育所が2園開園します！
・ベネッセ内神田保育園　千代田区内神田2-1-13　株式会社ベネッセスタイルケア
定員：60名（０歳児：６名、１歳児：８名、２歳児：10名、３～５歳児：各12名）
開所日時：月曜日～土曜日
　　　　 基本保育時間：7時30分～18時30分
　　　　 延長保育時間：18時30分～20時30分

・千代田せいが保育園　千代田区神田岩本町15-7　社会福祉法人省我会
定員：51名（０歳児：６名、１歳児：７名、２歳児：８名、３～５歳児：各10名）
開所日時：月曜日～土曜日
　　　　 基本保育時間：7時30分～18時30分
　　　　 延長保育時間：18時30分～20時30分

【●歳児室写真】

英国ウエストミンスター市への中学生派遣報告
たくさんの
体験をして

素晴らしい
きました！

　千代田区教育委員会では、区

立中学校生徒海外交流教育とし

て、英国ウエストミンスター市の

二つの中学校（ウエストミンス

ター・シティ・スクール、ザ・グ

レイ・コート・ホスピタル）と、

区立中学校の中学２年生それぞ

れ１０名による生徒の交流を行っ

ています。今年度は１０月２８日（日）から１１月５日（月）まで、ウエストミンスター

市の生徒を日本の家庭で受け入れ、１１月２８日（水）から１２月７日（金）まで、英

国ロンドンのウエストミンスター市を訪れました。パートナーとなった生徒同

士が、それぞれのホストファミリー宅にホームステイしながら、言葉や文化の壁

を越え、貴重な体験をすることができました。

　英国の生徒は、来日歓迎レセプションの際、日本への思いを込めたスピーチ

を日本語で披露してくれました。レセプションに参加し、このスピーチを聞いた

方々からは、「若人が国を超えて交流することの素晴らしさを改めて感じるこ

とができた。」と感嘆の声が聞かれました。

　滞在中に訪れた鎌倉や浅草では、日本の歴史に思いをはせつつ、寺や神社を

散策するなど、穏やかな晩秋の日差しを浴びながら心ゆくまで古都の風情を楽

しみました。

　また、学校では書道に挑戦したり、

保健体育の授業で元気一杯に体を動

かし、一緒に汗を流したりと、さまざ

まな体験をすることができました。

　そして受け入れプログラムが終了

し、約１か月後の再開を約束して、ウ

エストミンスター市の生徒は帰国の

途につきました。

　１２月、今度は千代田区の生徒が渡英しました。英国は

クリスマスシーズンで、街中がイルミネーションで輝き、

ツリーが飾られ、街は賑わいをみせていました。この時期

のロンドンはとても寒いと言われていますが、雨は多かっ

たものの、例年にくらべてとても暖かかったので、滞在期

間中、生徒たちは気持ちよく過ごすことができました。

　現地では、ウエストミンスター市立中学校のパートナー

全員と共に、ウエストミンスター寺院やロンドン郊外のウ

インザー城を訪れ、英国の歴史や文化を知るとともに、親

交を深めることができました。学校生活では、語学の授業などに四苦八苦する場面

もありましたが、パートナーを始めクラスメイトに助けられながら、授業を受けるこ

とができました。

　これらの活動を経て、生徒たちはパートナーを始めとした現地の中学生とも親

交を深めました。また、学校生活・家庭生活で異なった言語、生活習慣、価値観を体

験することで英国文化の素晴らしさに加えて、日本文化や自分の家族・友達など

の良さや大切さを再発見したようでした。

　今後は、派遣で学んだことを各学校で報告するなど、来年度の受入に向けての準

備にも取り組む予定です。

学校生活体験

学校生活体験

鎌倉見学にて

歓迎レセプションの様子

グレイ・コート・ホスピタル前で

パートナーとの再会
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千代田区教育委員会は、学校が当面する教育課題について研究し、教育課程、指導内容・方法、学校運営な
どについて改善を進めるため、原則として2年間にわたって研究を深め、その成果を広く発信する研究協力
校を指定しています。今年度、発表を行った3校とその研究課題について紹介します。

研究協力校の発表
  

 

お茶の水小学校（1月25日）
数学的な見方・考え方を働かせ、自立的・協働的に
問題を解決する児童の育成
－見通しと振り返りの指導の工夫－
　お茶の水小学校は、平成32年4月施行の新学習指導要領の内容を先取りし、新
しい算数科の指導法の研究をしています。
　いつも教師が問題を与えて取り組ませるのではなく、児童自身が問題を発見
し、自分で考え、解決の仕方を友達と学び合う過程を大切にしています。授業の
終わりには、身に付けた知識や技能、見出した数学的な考え方を明らかにしま
す。学習を振り返り、次の学びにつなげる「お茶の水型学習過程」を通して、児
童に学びに向かう力を育てています。

昌平小学校（11月30日）
論理的思考力を高め学び合う児童の育成
－読書活動を取り入れた「主体的・対話的で深い学び」を目指して－
　説明的文章教材において身に付けさせたい力を明確にし、「主体的・対話的で深
い学び」の実現を目指して授業改善を図り、読んで理解したことを表現する学習活
動を中心に実践しました。そこで、着目したのが読書です。読書を奨励することが
本校児童の弱点を補うのに効果的であると考え、常時活動として読書活動を推進
していくことを校内研究に位置付けました。
　このように、「国語科の学習活動」と「学び合いを支える語彙力を高める常時活動」
の２本柱で手立てを講じたことで、子供たちの論理的思考力が高まり、自分の考え
を相手に分かりやすく伝えようとする姿勢と学力が身に付きました。成果は区達
成度調査や全国学力・学習状況調査の結果としても表れました。

神田一橋中学校（2月7日）
主体的・対話的で深い学びの授業づくり
－ICT機器の有効な活用法を探る－

　昨年度の中間発表を受け、今年度の重点項目の一つで
ある「主体的・対話的で深い学び」に向けた授業改善では、
その実践のために四つの学習過程＜課題設定⇒情報の収
集⇒整理・分析⇒まとめ・表現＞の繰り返しによる「学び
のスタイル」を身に付けさせることを授業の基本とし、
それぞれの学習過程での ICT 機器の効果的な活用につい
て研究を行いました。

平成30年度 千代田区連合作品展
　今年度も千代田区連合作品展が、2月1日
（金）・2日（土）・3日（日）・4日（月）の4日間にわ
たり、千代田区役所1階の区民ホールで開催さ
れました。
　保育園・こども園・幼稚園から中等教育学校
後期課程まで幅広い年代の作品が並び、創意工
夫の力のこもった作品が、訪れた人を楽しませ
ました。
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平成30年10月～12月 定例会6回を開催しました。

日程 行事 学校・園等

4月 保育園、幼稚園、こども園 入園式 

 小学校、中学校、中等教育学校 入学式 

 オリエンテーション合宿（2泊3日） 中学校、中等教育学校（1年生）

 学力調査 小学校（6年生）、中学校(3年生)

5月 嬬恋自然体験交流教室（2泊3日） 小学校（5年生）

 箱根移動教室（2泊3日） 小学校（6年生）

6月 陸上記録会 小学校（6年生）

6月、7月 修学旅行 中学校（3年生）、中等教育学校（5年生）

7月 音楽鑑賞教室 小学校（6年生）

 移動教室（スキルアップ宿泊） 麹町中学校（2年生）

 岩井臨海学校（2泊3日） 小学校（4年生）

 終業式 小学校、中学校、中等教育学校

8月 海外大学派遣 中等教育学校（4、5年生）

9月 始業式 小学校、中学校　※中等教育学校は８月

 水泳記録会 小学校（5年生）

10月 嬬恋自然体験教室（2泊3日） 小学校（5年生）

 ウエストミンスター受入 中学校（2年生）

 海外研修 中等教育学校（3年生）

11月 ウエストミンスター派遣 中学校（2年生）

 合同こども会 幼稚園、こども園、保育園

11月、12月 児童館まつり 児童館

12月 英語合宿 中等教育学校（2年生）

 終業式 小学校、中学校、中等教育学校

1月 始業式 小学校、中学校、中等教育学校

2月 連合作品展 

 中学生東京駅伝大会 中学校、中等教育学校（2年生）

 移動教室（スキー合宿） 神田一橋中学校（2年生）

3月 卒園式 保育園

 修了式 幼稚園、こども園

 卒業式 小学校、中学校、中等教育学校

行事予定

お茶の水幼稚園
日本古来の伝統芸能である新内節鑑賞
や獅子舞鑑賞を通して、日本の伝統文
化を知る機会になりました。また、年間
４回のお茶会を通して、日本ならではの
四季を感じ、日本文化の体験を楽しん
でいます。

麹町小学校
環境委員会による「巻き芯」「ペットボト
ルキャップ」の回収活動や、栽培委員会
による草花の栽培活動、外部講師によ
る出前授業などを通して、環境学習を
積極的に進めています。

麹町保育園
『食育』として子どもたちに食べ物の持
つ力やバランスよく食べることなどを
知らせて、食べ物を大切にする気持ち
を育てています。年長児は苦手なもの
でも食べてみたり、量が多い時は少し
減らしたりして子どもたちなりに食べ
物を大切にしています。

西神田児童センター
西神田児童センターでは、「自然を大切
にする気持ちを育てる」を目標に、ベラ
ンダの緑化活動や、廃材を利用したエ
コ工作などに取り組んできました。

①緑化活動で栽培したゴーヤ。
　「にしかんだゴーヤかぞく」として
　子どもたちの人気者になりました。

②牛乳パックで紙すき体験。オリジナル
　はがきを作りました。

　千代田区教育委員会では、千代田区独自の環境マネジメントシステムである
「千代田エコシステム（CES）」を活用し、環境配慮活動を実践しています。
　子どもたちが環境について理解を深めることができるよう、各施設で特色あ
るCES活動が行われています。

　東京都の５０の区市町村による、第１０回中学生「東京駅伝」大会（東京都教育

委員会主催）が、平成３１年２月３日（日）に開催されました。味の素スタジアムが

改修のため、昨年までの大会とは異なり、隣接するアミノバイタルフィールド

をスタート・ゴールとする都立武蔵野の森公園の特設周回コースで開催され

ました。

　千代田区からは、区立中学校及び中等教育学校の３校の２年生から選抜され

た代表選手が出場しました。千代田区の代表選手は、１１月の結団式から、合計

４回の合同練習と各学校でのトレーニングを積んで、本番に臨みました。結果

は、５０チーム中女子４６位、男子５０位でした。

冬空の快晴の下、千代田区のユニフォームを

着て、千代田区のタスキをつなぎました。この

結果を胸に、来年はチームの最高タイムを更

新できるように頑張ります。応援ありがとうご

ざいました。

学校・園のＣＥＳ活動の紹介 第１０回中学生「東京駅伝」大会に出場

《教育委員会の開催状況のお知らせ》

◇主な報告事項

・和泉小学校・いずみこども園の施設整備について

・公有財産を活用した保育所整備について

・次期次世代育成支援計画策定に向けたニーズ調査の実施について

・保育士奨学金返済支援事業の開始について

・平成31年度 神田地区私立学童クラブの開設及び運営事業者の決定

・平成30年度 東京都児童・生徒 体力・運動能力、生活運動習慣等調査結果

・平成30年度 児童・生徒の学力向上を図るための調査結果

・区立小中学校の空調機器の設置について

・お茶の水小学校・幼稚園 通学・通園バスの運行について

平成31年度 ちよだの教育・子育ての主な行事・イベントの
予定をお知らせします。

よく食べました！

園長先生に花丸をもらいました！


